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ＩＢの使命
IB mission statement



この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。
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探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化と機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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より良い、より平和な世界を創造するためのスキル、価値観、知識を若者に与え、生き

る力を身につけさせる	―	そんなひとつのビジョンとミッションを共有した学校、教師、児

童生徒の世界的なコミュニティーを想像してみてください。それが国際バカロレア（ＩＢ）

です。

ＩＢは 1968 年に創設されたディプロマプログラム（ＤＰ）から始まりました。ＤＰは、

高度でバランスが取れた教育を提供し大学への入学資格として国際的に認められること

で、世界のどのような場所や文化圏においても継続して受講可能な教育として考案されま

した。また、それにより異文化への理解と尊敬を促すというより深い目的に沿ったものと

なっています。

ＩＢはその後、1994 年に「ＩＢ中等教育プログラム」（ＭＹＰ）を、そして 1997 年に

「ＩＢ初等教育プログラム」（ＰＹＰ）を設置し、国際教育に取り組む、３歳から 19 歳ま

での幼児および児童生徒を対象とした一貫教育プログラムを確立しました。2012 年のＩＢ

キャリア関連プログラム（ＣＰ）の導入により、16 歳から 19 歳までの生徒に国際的な教

育課程の新たな選択肢が提供され、ＩＢの一貫教育はより豊かなものになりました。

それぞれのＩＢプログラムが反映している中心的な願いは、児童生徒が自身のまわりの

世界のもつ複雑性を理解し、未来のために責任のある行動をとるために必要なスキルと性

質を身につけられるような教育を提供するということです。ＩＢのプログラムは、教科、

文化、国家、地理的な境界をこえた教育を提供し、新しい発想や効果的な関係性の構築に

つながる刺激となる批判的な取り組みを特に大切にしています。

これらの目標は、以下に挙げるＩＢの意欲的な使命に要約されています。

国際バカロレア（ＩＢ）は、多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より

良い、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富

んだ若者の育成を目的としています。

この目的のため、ＩＢは、学校や政府、国際機関と協力しながら、チャレン

ジに満ちた国際教育プログラムと厳格な評価の仕組みの開発に取り組んで

います。

ＩＢのプログラムは、世界各地で学ぶ児童生徒に、人がもつ違いを違いとし

て理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得ると認

めることのできる人として、積極的に、そして共感する心をもって生涯にわ

たって学び続けるよう働きかけています。
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本資料『国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？』は、主に教師向けに書かれたもので、

私たちの教育理念の概要を示したものです。ＩＢのプログラムは、初等教育プログラム

（ＰＹＰ：３歳〜 12歳）、中等教育プログラム（ＭＹＰ：11歳〜 16歳）、ディプロマプログ

ラム（ＤＰ：16歳〜 19歳）、およびキャリア関連プログラム（ＣＰ：16歳〜 19歳）の４つ

で、それらは単独、もしくは組み合わせで実施することができます。本資料は、ＩＢの教

育理念がこれら４つのＩＢプログラムをどのように形作っているかを説明しています。
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すべてのＩＢプログラムのねらいは、人類に共通する人間らしさと地球を共に守る責任

を認識した国際的な視野をもった人間を育てることにあります。このねらいの中心にある

のが「国際的な視野をもつ」ということです。

国際的な視野とは、世界に対しての開かれた態度と、人間が相互に関わりあっていると

いう事実を認識した考え方、在り方、そして行動によって特徴づけられる、多面的かつ複

雑な概念です。

世界に対して開かれた人であるためには、世界を理解しなければなりません。したがっ

てＩＢプログラムは、ローカルおよびグローバルのさまざまな課題や考え方を、持続的に

探究する機会を児童生徒に提供します。目の前の状況や境界線をこえてものごとを見よう

とするこのような姿勢は、グローバル化と新しい技術により地域、国内、世界という従来

の区別があいまいさを増す世界において必要不可欠なものなのです。

ＩＢの教育は児童生徒が自分自身のものの見方、文化、アイデンティティーを振り返り、

そして他者のそれに対しても同様に振り返りを行うことを促すことで国際的な視野を育み

ます。ＩＢの学習者は異なる信念、価値観、および経験に対して価値を見いだし、異なる

文化や学問領域を横断的に捉え、協力することを学びます。これにより、より平和で持続

的な世界への進歩に必要な理解を発展させます。

さらにＩＢの教育は多言語主義を通じて国際的な視野の発達を促します。児童生徒はす

べてのＩＢプログラムにおいて、複数の言語で学習を行うことが求められます。これは、

複数の言語でコミュニケーションを行うことは異文化への理解と敬意を育むためのすばら

しい機会を与えてくれる、というＩＢの信念に基づくものです。それは、児童生徒が自身

の言語、文化、世界観が数ある中の１つでしかないことを理解する助けになります。

また国際的な視野は、グローバルな関わりに焦点をあてたり、コミュニティーにおける

有意義な奉仕活動に従事することでも育てることができます。これらは同時に、権力や特

権に関する批判的考察や未来の世代のために地球とその資源を託されているという児童生

徒の自覚につながっていきます。さらに、取り組み、行動し、意義のある変化を起こすと

いった、認識や理解の先にある「行動」にＩＢのすべてのプログラムが焦点をあてている

ことを強調します。

本資料に記載されたＩＢ教育の各構成要素は、ＩＢの包括的なねらいである国際的な視

野の発展を一体となってサポートします。

国際的な視野をもつ
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ＩＢの教育の中心に児童生徒が置かれていることを顕著に表しているのが、「ＩＢの学

習者像」です。

10の人物像は、ＩＢ教育の全
ホリスティック

人的な性質を反映していて、好奇心や思いやりといった素

質を育み、知識やスキルを発展させることの重要性を強調しています。同時に認知的発達

だけでなく、児童生徒の社会的、感情的、身体的健康に注意を払い、ＩＢプログラムを通

して児童生徒が自身、他者、周辺世界に敬意を払うことを確実に学ぶことを強調します。

ＩＢの教員は、児童生徒がＩＢ教育の過程でこのような人間性を発展させ、彼らが成熟

するにつれ、より強固かつ洗練された方法でそれらを実践していけるように支援します。

これらの人間性の発展は、より良い世界を築くことに貢献できる国際的な視野をもった児

童生徒を育成するための基礎となります。

人物像 説明

探究する人 私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけます。

ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意をもっ

て学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人 私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を探

究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や考え

に取り組みます。

考える人 私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、批

判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性的で

倫理的な判断を下します。

コミュニケーションが

できる人

私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもって

創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のものの見

方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人 私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって行

動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重して行

動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に責任を

もちます。

心を開く人 私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止める

と同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け止め

ます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧に成長

しようと努めます。

思いやりのある人 私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人の

役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くするた

めに行動します。

「ＩＢの学習者像」
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人物像 説明

挑戦する人 私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合い

ます。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究します。

挑戦と変化と機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人 私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を構

成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解して

います。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世界と相

互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人 私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、深

く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長所と

短所を理解するよう努めます。
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４つのそれぞれのＩＢプログラムでは、幅広く、バランスのとれた、概念的で、関連性

の高い、きめ細やかかつ発達段階に適したカリキュラム、またはその枠組みを提供してい

ます。

ＩＢプログラムは、幅広く、バランスのとれたアカデミックな学習と学びの体験に触れ

る場を児童生徒に提供します。ＩＢの概念学習では教科横断的な領域における関連性、す

なわち体系化のための考えが重視されるため、学習内容を統合しカリキュラムに一貫性を

持たせています。

プログラムは各学習分野を関連づけ、その関係性を探究し、それぞれの教科の枠にとら

われずに世界について学ぶことの重要性を強調しています。そして、児童生徒の学習と彼

らのまわりの世界をつなげる真の機会を提供することに焦点をあてます。

４つのプログラムはすべて、国際的な視野とＩＢの学習者像を育むという共通の目標で

支えられつつ、それぞれに独自のアイデンティティーと発達段階に適した要素をもってい

ます。以下に例を挙げます。

•	初等教育プログラム（ＰＹＰ）では従来の教科の枠をこえた学習を展開していま

す。児童は以下の６つの教科横断的テーマを探究します。「私たちは誰なのか」、「私

たちはどのような場所と時代にいるのか」、「私たちはどのように自分を表現するの

か」、「世界はどのような仕組みになっているのか」、「私たちは自分たちをどう組織

しているのか」、そして「この地球を共有するということ」です。

•	中等教育プログラム（ＭＹＰ）においては、生徒はＰＹＰの教科横断的テーマを

さらに発展させた以下の６つのグローバルな文脈を探究します。「アイデンティ

ティーと関係性」、「個人的表現と文化的表現」、「空間的時間的位置づけ」、「科学技

術の革新」、「公平性と発展」、そして「グローバル化と持続可能性」です。

•	ディプロマプログラム（ＤＰ）は、６つの教科とＤＰの３つの「コア」の必修要件

で構成されています。「コア」のうちの１つ「知の理論」（ＴＯＫ）では、「私たち

が知っていることをどのように知るのか」という根源的な問いに対する探究を通し

て、生徒が自身のもっている観点と仮定に対してより認識を深めるよう促します。

•	キャリア関連プログラム（ＣＰ）では、生徒はＤＰのコースの学習と、キャリア関

連学習およびＣＰの「コア」の４つの必修要件を組み合わせます。そのうちの１つ

である「個人的技術と職業的技術」は、生徒が将来的に職場で遭遇しうる個人的お

よび職業的なさまざまな状況に効果的に対応するための準備を行うことに焦点を

あてます。

また、４つのＩＢプログラムのすべてにおいて、最終プロジェクト（ＰＹＰにおいては

「発
エキシビション

表会」、ＭＹＰにおいては「パーソナルプロジェクト」または「コミュニティープロ

ジェクト」、ＤＰにおいては「課題論文（ＥＥ）」、ＣＰにおいては「振り返りプロジェク

幅広く、バランスのとれた、概念的で、
関連性の高いカリキュラム
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ト」）を完了させる必要があります。これらのプロジェクトは、児童生徒が自身の知識、理

解、スキルを披露する機会となります。

カリキュラムの目標をサポートするものとして、意味のある評価は欠かすことができま

せん。ＩＢプログラムではさまざまな形の評価がカリキュラムと一体となり、継続的に実

施されます。ＩＢ認定校では、児童生徒の学習を評価するために多様な方法とツールを用

います。ここで重点を置いているのが、評価データを解析し指導と学習に役立てることの

重要性と、児童生徒に自身および他者の取り組みを評価する方法を学ぶことによって得ら

れるメリットを認識させることです。

中等教育プログラム（ＭＹＰ）、ディプロマプログラム（ＤＰ）、およびキャリア関連プ

ログラム（ＣＰ）では、ＩＢが認めたさまざまな評価方法を提供しています。これらの評

価は妥当性と信頼性のバランスがとられたもので、例えば、単に事実を思い出すのではな

く、より高次の思考を生徒に実証させるような評価課題が与えられるのです。こうした厳

格な評価システムは、高水準でチャレンジに満ちたプログラムであるという、ＩＢが努力

の末勝ちとった評判を維持するのに役立っています。
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現代の教育研究に基づいたＩＢの６つの「指導の方
アプローチ

法」と５つの「学習の方
アプローチ

法」は、ＩＢ

ワールドスクール（ＩＢ認定校）の教員と児童生徒を導き、目標を明確にさせるものです。

これらの方法は、教室内でＩＢ教育が掲げる目標を確実に実現させるために、非常に重要

な役割を果たします。

これらの方法は、探究、行動、振り返りのサイクル ( 問いかけること、行動すること、

思考することの相互作用 )を通して教師と児童生徒の日々の活動に意義を見いだすことを

中心としています。また、人間関係にも強く着目します。このことは教育的成果は教師と

児童生徒の関係によって強く形作られるというＩＢの信念を反映させたものであると同時

に、意味を見いだし、世界を理解するために人々が協同するさまざまな方法を賞賛するも

のです。

指導の方
アプローチ

法
共通する６つの方法は、すべてのＩＢプログラムの指導を支えるものです。これらの方法

は、意図的に幅広いものとなっており、各教師それぞれの文脈と担当する児童生徒のニー

ズを最大限反映できるように、各教師が特定の進め方を選択できる柔軟さをもたせてあり

ます。

すべてのＩＢプログラムにおける指導は以下のとおりです。

•	探究を基盤とした指導：児童生徒がそれぞれ独自に情報を入手し、独自の理解を構

築することが重視されています。

•	概念理解に重点を置いた指導：各教科における理解を深め、児童生徒がつながりを

見出し新しい文脈へと学びを転移させることを助けるために、概念の探究が行われ

ます。

•	地域的な文脈とグローバルな文脈において展開される指導：指導には実際の文脈と例

を用い、児童生徒は自分の経験や自分の周りの世界と関連づけて新しい情報を処理

することが奨励されています。

•	効果的なチームワークと協
コラボレーション

働を重視する指導：児童生徒間でのチームワークと協働を

促すだけでなく、教師と生徒間の協働関係もこれに含みます。

•	学習への障壁を取り除くデザイン：指導は包括的で、多様性に価値を置きます。児童

生徒のアイデンティティーを肯定し、すべての児童生徒が自身の適切な個人目標を

設定し、それを追求するため、学習機会を創出することを目指します。

•	評価を取り入れた指導：評価は学習成果の測定だけでなく、学習の支援においても

重要な役割を果たします。効果的なフィードバックを児童生徒に提供するというこ

とも、重要な指導方法のひとつとして認識されています。

「指導の方
アプローチ

法」と「学習の方
アプローチ

法」
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学習の方
アプローチ

法
学習の方法に対する私たちの焦点は、学び方を学ぶことが児童生徒の教育の基本である、

という信念に基づいています。

相互に関連するスキルの５つのカテゴリーのねらいは、全年齢のＩＢの児童生徒が、良

い質問をし、効果的な目標設定を行い、自身の願望を追求し、それを達成する決意を持っ

た、自己調整が可能な学習者になるための力を与えることです。これらのスキルは、児童

生徒に自身の学習をアクティブでダイナミックなプロセスとして捉えるよう促し、客観的

な判断を支えるものとなります。

これらの５つのカテゴリーは、各プログラム内で発達段階に適した方法で強調されるス

キルと共に、すべてのＩＢプログラムに及びます。５つのカテゴリーは以下のとおりです。

•	批
クリティカルシンキング

判的思考、創造的思考、倫理的思考などの分野を含めた思考スキル。

•	情報の比較、対照、検証、優先順位づけなどのスキルを含むリサーチスキル。

•	口頭および記述によるコミュニケーション、効果的な傾聴、および議論を組み立て

ることなどを含むコミュニケーションスキル。

•	良好な社会的関係を築いて維持する、他者の話を傾聴する、対立関係を解消する、

といった社会性スキル。

•	時間や課題の管理といった管理・調整スキル、および感情やモチベーションを管理

する情意スキルの両方を含む自己管理スキル。

行動的で、思いやりをもった生涯学習者を育成するというＩＢの使命を支える上で、こ

れらのスキルの発展は重要な役割を果たしています。これらのスキル領域は個別のカテゴ

リーとして提示されていますが、お互いに密接なつながりをもち、重複した部分があり、

相互に関係していると見なすべきです。

結論
ＩＢの教育は、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思い

やりに富んだ若者の育成を目的としています。過去に前例のないペースでの変化の中か

ら、グローバルな課題が次々と現れるこの時代において、ＩＢの教育はかつてないほど適

切かつ必要なものとなっています。

国際バカロレア機構とそのプログラムは、さまざまな点で独創的なものといえます。国

際バカロレア機構は非営利団体であり、これはＩＢには株主がおらず、余剰利益はすべて

私たちの仕事に投資されるということを意味します。私たちは政治的、商業的利益から独

立しており、ＩＢプログラムは世界中で非常に多様な範囲の学校で展開されています。こ

れには公立校と私立校、国立学校とインターナショナル・スクール、大きな学校から小さ

な学校までが含まれます。
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他に類を見ないＩＢ最大の特徴は、教育がより良い世界を築くことに貢献する、という

共通の信念をもつ教育者の世界的なコミュニティーを形成している点にあります。ＩＢの

児童生徒に可能な限り最高の教育を提供するために、各ＩＢプログラムやカリキュラムは

定期的な見直しを行います。カリキュラムを見直すこのプロセスには、多様な文化や背景

をもった教育者が参画し、開発過程において実際に各プログラムを指導する教師が、必ず

重要な役割を担うことになっています。このことはまた、私たち自身と権威ある学術団体

双方による研究に基づいて、ＩＢのビジョンが常に研ぎ澄まされたものになっていること

を意味します。

ＩＢは、挑戦的な考え方をもって物事に批判的に向き合う姿勢、革新と改善への意欲と

私たちの不変の根本原則を組み合せる姿勢を常に大切にしてきました。本資料『国際バカ

ロレア（ＩＢ）の教育とは？』が、単に情報を提示するだけでなく、さらなる話し合いと

議論を奨励するようなものとなっているのは、この理由からなのです。
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